
令和8年度　第3回「ふくふく鹿嶋」介護・医療連携推進会議

日時 令和8年　8月　27日(木曜日)　　15：00～16：00

会場 ふくふく鹿嶋

内容 利用者状況と活動報告

参加者 鹿嶋市議会議員　 様

鹿嶋市介護長寿課 様

小山記念病院　医療相談室 様

ケアサポートセンター 様

株式会社　エヌエスサービス　介護事業部　部長

小規模多機能型居宅介護　管理者

定期巡回型・随時対応型訪問介護看護　管理者

小規模多機能型居宅介護　介護支援専門員

1 会議参加者紹介

2 介護・医療連携推進会議（定期巡回・随時対応型訪問介護看護）

利用状況・活動報告　他

O 切れ目の無い介護としては非常に有難いです。

大野方面は単身や老々介護が多く24時間体制で対応して

頂けるのは助かります。

介護保険の制度上限度内での生活援助は縛りがあって

90歳の方が80歳の方を介護している状況になっています。

世帯状況をみても制度の縛りをもう少し緩和出来ると

良いのではないかと思います。

M 現在の状況を話はさせていただいております。

G 訪問先はエアコンはありますか。

Y ついていない方が8名おり、そのうち3名生活保護の方です。

S

訪問看護の協力でスポットクーラーを貸出してくれたが、電気代が気になり
使用しない事が多いです。

今年は特に暑く体調を崩し入院された方が多かったです。

夏場は訪問回数を増やし、水分補給していただき、水を凍らせたり冷たいタ
オルで拭いたりして対応しています。

病院では体力の消耗で自宅に退院が難しくなり急遽ご家族と話し合いをする
事が増えていますね。

―事例報告―



Y 介入前に比べて褥瘡は改善された為、歩行は安定してきています。

日本語が通じず、はじめは信頼関係を築くのが難しかったですが、

N

最近は意思疎通できるようになって笑顔もみられるようになってきま

した。

褥瘡もよくなってきてよかったです。介入を続けることでますます

よくなっていきますね。

ご本人が心配性で以前は自宅にも入らせて貰えず、褥瘡が悪化したのかと思
います。

ヘルパーが根気よく、身振り手振りと片言の英語をしゃべることで、


